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小　野　能 文
　　　This　paper　deals　with 　the　opinion 　of　women ’s　lunior　college 　students 　on 　the　relation −
ship 　between　occupation 　and 　marriage ．　Women ’s　laborer　have　increased　steadily ，　and 　now
amajority 　of　married 　women 　is　working ．　 The　continuous 　years　of　women
’
s　employees
have　increased　steadily ，　and 　its　average 　became　seven 　years　in　1986，
　　　Then　I　inquired　the　opinion 　of 　women
’
s　junior　college 　students 　on 　the　relationship 　of
occupation 　and 　marriage 　in　1986．　 They 　have 　almost 　 occupation 　after 　graduation．　 The
relationship 　is　very 　important　for　them 　because　of 　the　relationship 　to　childcare ．
　　　By 　this　investgation，　I　could 　clarify 　following　findings　by　multivariate 　analysis 　and 　so
on ，
　　　1，Two 　third　of　women
’s　junior　college 　students （522　persons　of　the　second 　grade）has
the　opinion 　of 　working 　 after 　their　marriage ．　 But，　the　opinion 　of “ working 　longly　even
after 　childbirth ” is　9．8％ and 　then　its　ratio 　is　a　little，
　　　The　opinion 　of “ stopping 　of 　work 　after 　childbirth 　and 　reworking 　after 　the　period　of
childcare
”is　about 　31％．
　　　2，The 　opinion 　of
“
wQrking 　until 　marriage
” is　about 　 one 　third。
　　　3．　Idid　analyse 　effective 　explanatory 　variables 　for　these　opinion 　of 　the　relationship
between　occupation 　and 　marriage 　by　multivariate 　analysis 　as 　CATDAP ．
　　　In　result，　I　could 　make 　clear 　by　CATDAP 　that“the　course 　of　study ”as　art　or 　home
economics 　is　the　most 　effective 　explanatory 　variable ．
　　　4． The 　second 　effective 　explanatory 　variable 　is
“the　occupation 　to　wish 　to　engage ”
as
“the　occupation 　to　enable 　to　make 　good 　use 　of 　professional　knowledge 　or 　skill
”．　The
third　effective 　explanatory 　variable 　is“desirable　work §hop
”．
　　　5． Idid　analyse 　effective 　categories 　to　such 　40pinions
．
　each 　by　Log・Linear　modeL 　 In
result ，6categories　as
‘the　 course 　 of 　 study 　is　art
”
　or 　
‘having　 very 　large　interest　or
concern 　to　social 　problem 　or　polity
”have　large　effect　to　the　opinion 　of “working 　longly
even 　after 　childbirth
” ．
1 序
　女子の 労働者は雇用労働者 を中心 にその 数が着実に 増大 して来て，現在すで に 2 ，300万人 を超
え ， 就業者全体 の 約40％ を占め る ように な っ て来て い る。ω そ して現在 は有配偶の 女子の過半数
が慟 く時代 とな っ て い る 。 c2）
女子 の 雇用労働者の 勤続年数は ， 女子 の キ ャ リア志 向の 高 ま りや 家計費の 補助の 必要性の 増
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大お よび保育施 設の 整 備 など の 理 由 で 徐々 に上昇 し， 昭和60（1985）年 で 平均 が約6．8年 ， 昭 和
61（1986）年で平均 が約 7年に な っ て来て い る。c3｝
　周知の よ うに ， 男女雇用機会均等法 と改正労働基準法が昭和61（1986）年の 4 月か ら施行 され ，
制度的に も女子が職業活動 を長 く続ける こ とがや りやす くな り，女子の 労働者の 勤続年数が よ
り上昇 して い くもの と考 えられ る。
　 しか しなが ら， 女性は結婚す る と家事労働 を主に担当 し子供が 生 まれ る と育児を主 に分 担す
る の で ， 結婚する と職業をや め る人が 多 く， また子供が生 まれ る と仕事 をや め る人 も多い 。 と
こ ろ が
， 生む 子供 の 数が 少 な くな っ て い る の で ， 30歳代 の 半ば以 降には ， 育児や 子育て が楽 に
な る ため ， また家計費の 増大 へ の 対処 や よ り豊か な生活 を送 りた い た め等の 理 由で就労する主
婦が 多くな っ て来 て い る。特 に ， 家事 と両立出来やす く需要の比較的大 きなパ ー ト労働が 多く
な っ て来て い る 。
　そ こで ， ほ とん どが就職希望 で ， か つ 就職率が高 く， またほ とん どが 将来結婚 を希望 してい
る女子 の 短大生に ， 職業 と結婚 との 間 の 関係 に つ い て の 考え及び職業観 に関する調査 を行 っ た 。
す なわち， 職業 を結婚 と子育て との 関連で どの 程度長 く続 けた い と考えて い るか ， と い うこ と
を探 るため の 質問 を中心に意識調査 を行 っ た。
　調査研 究にお け る仮説は ， 1．女子の 短大生 は，結婚 を希望す る人の 比率が 非常に 高 く， し
か も職業 より結婚 をは るか に重視 し また子育て に関心が高 い の で ， 短期大学を卒業後就職 して
か らず っ と職業を持ち続け ， 結婚してか ら後 に子供 が生 まれ て も仕事 を続 けて行 きた い と考 え
て い る人が少な く， 結婚す る まで職業 を持 ち働 くが結婚 で仕事 をやめ るつ もりの 人や ， 育児や
子育てが楽 になる と再就職す るつ もりの 人が 多 い ， 2．職業 と結婚 との 間の 関係に つ い て の 考
えに影響を及 ぼす要因の主 なもの は ， 就職 を希望する職業につ い て の 考えで ある， とい うもの
で ある。
　本論で は ， こ の 「職業 と結婚 との 間 の 関係につ い て の 考 え」 に つ い て の 調査 の 結果 と 「職業
と結婚 との 間の 関係 に つ い て の 考 え」 に影響 を及ぼ す要 因を多変 量解析 に よっ て分 析 した結果
に つ い て 論 じて行 く。
2　 調 査研 究の 概 要
　職業 と結婚 に関す る意識調査 の 調査 対象は女子 の 短 大生 1，200人で ある 。 兵庫県内の 阪神間の
私 立 の 短大生で ある 。 学科構成は ， 女子の 私立 の 短大の 主要学科で ある家政学科，児童教育 （幼
児教育）学科 ， 英文 学科 お よび 美術科 の 4学科で ある。
　調査時期 は男女雇用機会均等法が 4 月に施行され た昭和61 （1986＞年の 11月か ら12月にか けて
で ある。
　調査法は集合調査 で ある。講義や演習及び 実習 の 授業中や休憩時間中に調査票 を配布 して調
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　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 小野 ：職業 と結婚 との 間の 関係 に つ い て
査 を行 っ た 。 調査票は ， 職業 と結婚 との 間の 関係 に つ い て の 考 えに関する質問 を始め職業観 に
つ い て の 質問や ，結婚観 に つ い て の 質問お よび学生 生活 に つ い て の 質 問など52の 質問か ら成 り
立 っ て い る 。
　職業 と結婚 との 間の 関係 につ い て の 考え に関す る質問は ， その 回答 を 5 つ の 選択肢 の 中か ら
1 つ だ け選ぷ ように して あ り， 職業活動 を長 く続ける順 に並 べ て ある 。 すなわ ち ， 次 の 5 つ で
ある。
　1． 職業を持ち続け ， 結婚 してか ら後 に 子供が 生 まれて も仕事 を続ける
　2． 結婚 してか ら後 も働き， 子供が 生 まれた ら一時期仕事 をやめ るが ， 育児が楽に な る と再
　　就職す る
　3． 結婚 してか ら後 も働 くが ，子供 が生 まれる と仕事 をやめ る
　4． 結婚する まで職業 を持ち働 く
　5． 職業 を持た ない ・就職 しない
　調査 票を 1，200配布 して ， 1，200弱回収 で きた が ，記入漏 れや記入 ミ ス が 約 1割強あ っ た の で ，
1
，
046票 を集計と分析に用 い た 。
　 1 回生が 524票で 2 回生が 522票で ある。
3　 調査研 究の 結果 とその 分析
　職業と結婚 との 問の 関係に つ い て の 女子の 短大生 の 考えに関する調査研究の 結果 とその 分析
につ い て論 じて い くが ， こ の節では ， 就職がよ り現実的な問題の 2 回生のデータに つ い て ，CATDAP
や ロ グ リニ ア ・モ デ ル 分析等の 多変量解析法 に よっ て分析 した結果 を主 に論 じて行 く。
　表一 1は ， 職業 と結婚 との 間 の 関係に つ い て の 考 えに 関する集計結果すなわ ち ， 職業 を結婚
と子育て との 関連 で ど の 程度長 く続 けた い と考 えて い る か ， とい うこ とを探 るため に質問 した
　　　　　　　　　　　表一 1　 職業 と結婚 との 間の 関係 につ い て の 考え
職業と結婚と の 間の 関係に つ い て の 考え 実数 ％
1　 職業 を持ち続け， 結婚 して か ら後 に
子供 が 生 まれて も仕事 を続け る
519 ．8
2　 子供が生 まれた ら一時期仕事をや め
る が ，育児が 楽に な る と再就職す る
16030 ，7
3　結婚 して か ら後 も働 くが，
子供 が 生 まれ る と仕事 をや め る
13926 ．6
4　 結婚す る まで 職業 を持ち働 く 16731 ．9
5　 職業 を持 た ない ・就職 しない 51 ．0
合 　　　　 計 522100 ．0
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調査結果 を示 して い る。
　 1 の 「職 業 を持ち続 け ， 結婚 し て か ら後に子供が 生 まれ て も仕事 を続ける 」 考 えの 入が 9．8％
で ある 。 職業 を長 く持 ち続 け， 結婚後子供が 生まれて も， 子供が小 さい 間は育児の 主な部分 を
保育所や祖母 などに頼 っ て働 き続 けた い と考えて い る人が約 10％で ある。
　 2 の 「結婚 してか ら後 も働 き， 子供が 生まれ た ら一時期仕事をやめ るが ， 育児が 楽に な る と
再就職す る」 考 えの 人が 30．7％で ある 。 つ ま り， 子育て で 中断 ・再就職型 の 考 えの 人が約31％
で ある 。 現在， 女性の 就労形態で こ の タイプが増加 して い て最 も多い が ， 1回生の 場合 ， こ の
考 えの 入 が 37．6％で最も多い 。
　 こ の 子育て で 中断 ・再就職型 の 考 えの 人 と 1の 職業継続型 の 考え の 人 を合計す る と， 40．5％
となる。
　 3の 「結婚 してか ら後 も働 くが ， 子供が生 まれ る と仕事 をやめ る」 考えの 人が 26．6％である 。
　 したが っ て ， 大学 を卒業 してか ら就職 し， 結婚 して か ら後 も職業 を持 っ て働 きた い と考 えて
い る人 が ， 67．1％ と約 3 分 の 2 を占め て い る 。
　子供が生 まれ た ら育児や子供の ため に ずっ とある い は一時期仕事 をやめ る考 えの 人が 57．3％
で ある。
　 4 の 「結婚する まで 職 業を持ち働 く」 考え の 人 が 31．9％で ， 4 つ の 考 えの うち で 最 も多い 。
結婚で仕事 をや め る ， い わ ゆ る結婚 まで の 腰掛 け的に職業 を持 つ 考 えの 人が 全体 の 約 3 分の 1
で ある 。
　 5 の 「職業 を持た ない ・就職 しな い 」 考 えの 人が 1．0％で ある 。
　 こ の よ うな調 査結 果 を他の 同種 の 調査結果 と比較 して見 る と ， た とえば 総理府の 「女性に 関
す る世論調査 」 の 「女性の 職業 と生活設計 」 に関する調査結果 （1987年 3 月）で は，【4｝20歳以上
24歳以下の 女性の 場合 ， 「結婚や 出産な どで 一時家庭 に 入 り， 育児が終 わ る と再び職業を持つ 方
が よ い 」 とい う考えの 人が最 も多く， 54．1％ も占め る 。
　 「結婚や出産の 後 も仕事 を続 け る方が よ い 」 とい う考 えが 17，8％で あ る 。 今 回 の 女子 の 短大生
と比 べ て か な り多い 。
　 「結婚 を契機 として 家庭に 入 る方が よ い 」 とい う考 えが 11．9％で あ り ， 今 回 の 女子 の 短大生 と
比 べ てか な り少 な い 。
　 「出産 を契機 として 家庭に 入 る方が よ い 」 とい う考 えが 8，9％で あ り ， 今 回 の 女子 の 短大生 と
比 べ て か な り少な い 。
　なお ， 20歳以上 24歳以下 の 女性の 場合，「職業 を持た な い 方が よ い 」 とい う考 えが 2．2％で あ
り，
「わか らな い 」 が 5．2％で ある 。
　 日本 リクル ー トセ ン ター （リクル ー トリサ ーチ）の 「大学生 （女子）の就職動機調査 」 の 「勤
続意識 」 に 関す る調査結果 （1984年 7 月）で は ， 〔5〕女子の 短大生の 場合 ， 「子供が で きた ら仕事
をや め ， 大き くな っ た ら再就職 した い 」 と い う考 えが 45．4％で 最 も多 く， 次 が 「結婚す るまで
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　 　　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　　 小 野 ：職 業 と結 婚 との 間の 関係 につ い て
は仕事 を持 ち続けた い 」 とい う考 えで 20．4％， 第 3位は 「子供が で きて も定年 まで仕事を持ち
続け た い 」 とい う考 えで 16．5％で あ り，第 4 位 は 「子供 が で きる までは仕事 を持ち続 けた い 」
とい う考えで 16．3％である 。 （こ の リクル ー トの 調査は全 国調査で あるが ， 回答率 が 20％未満 と
低 い の で正確 な比較が 出来 ない ）。
　こ の よ うな 「職業 と結婚 との 間の 関係に つ い て の 考 え」 に 影響 を及 ぼ す説明変数や要 因の 規
定力や有効性 を探る ため に ， カテ ゴ リカ ル データ の モ デ ル 分 析 （SAKAMOTO ’S　CATDAP ）
を行 っ た 。
　カ テ ゴ リカ ル データ の モ デ ル 分 析は ， カテ ゴ リカ ル な 目的変数に 対す る説明変数 の 有効性の
程度 を AIC （情報量基準） とい う統計学的で数量的な基準で 測定す る こ とが 出来 るの で ある。
AIC は 目的変数 と各説明変数 との 間の ク ロ ス 表にお い て算出され，　 AIC ＝ − 2 × （モ デ ル の 最
大対数尤度）＋ 2 × （モ デ ル の 自由パ ラ メータ数）で ある 。  
　AIC の 値 は小さ い 程 目的変数 に対す る情報量が大 きく， 有効性 も大 きい の で あ り， AIC の 値
が 最小の モ デ ル が 最適 なモ デ ル と考 えられ る 。
　 目的変数は 「職業 と結婚との間の関係に つ い て の考え 」 で あ り， カテ ゴ リーは職業 と結婚 と
の 間の 関係 に つ い て の 5 つ の 考 えの 中か ら 「職業 を持 た ない ・就職 しな い 」 を除 い た 以下の 4
つ の カテ ゴ リーで ある。
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　こ の ような 目的変数に影響を及 ぼす説明変数は様々 の もの が ある が ，
数の 中か ら ，
を選 び だ し ， さらに ロ グ リニ ア ・モ デ ル （対数線型 モ デ ル ）分 析 によ っ て説明変数の 選択 を行 っ た 。
　選 び 出 し た 7 つ の 変数 は 次の ような もの で ある 。
　L 　ア ル バ イ トへ の 興味 や 関心
　2． 社会問題や政治 へ の 興味や 関心
　 3． 価値観
　4． 就職希望の理 由
　 5． 就職希望の 職業
　6． 希望 の 職場や勤め先
　 7． 学科 ・専攻
　サ ン プ ル 数は 514で ある。す なわち， 2 回生522サ ン プ ル の 中か ら ， 職業を持っ っ もりの な い
人や卒業後 家事手伝 い の 予定の 人 を合計 8 サ ン プル 除 い た 。
職業 を持 ち続 け， 結婚 して か ら後 に子供が生 まれて も仕事 を続ける
結婚 してか ら後 も働 き， 子供が生 まれ た ら一時期仕事をや め るが ， 育児が 楽に なる と再
就職する
結婚 してか ら後 も働 くが ， 子 供が生 まれ る と仕事 をや め る
結婚す るまで職業 を持 ち働 く （結婚で仕事 をや め る）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 今回の 調査で 調べ た変
　　　社会学的に関連性が ある と考 え られ る変数 と， 統計学的に関連性 の 見 られ る変数
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　分 析結果は表一 2で示 され る 。 表一 2 は ， 職業 と結婚 との 間の 関係 につ い て の 考 えに対す る
有効性の 大 きな順 に説明変数が リス トア ッ プ された 表で ある。 す なわ ち，AIC の 値 の 小さ い 順
に説 明変数が並んで い る。
表一 2　 職業 と結婚 との 間の 関係に つ い て の 考 え に 対する
　　　 有効性 の 大 きな説明変数
順位 説　　明　 変　 　数 カテ ゴ リー数 AIC
1 学科 ・専攻 7 一10，25
2 就職希望 の 職業 5 一 6．49
3 希望 の 職場や勤め先 7 一 3，86
4 ア ル バ イ トへ の 興味や 関心 5 一 〇，61
5 社会 問題 や政治 へ の 興味や関心 6 2，53
6 価値観 6 4，88
7 就職希望 の 理由 8 11．76
有効性の 大 きな説明変数の 第 1位 は学科 ・専攻で あ り， AIC は 一10．25で ある 。
　第 2位は就職希望 の職業 で あ り，AIC は 一6。49で ある。
　第 3位は希望 の職場や 勤め先で あ り， AIC は 一3．86で ある 。
　第 4位は ア ル バ イ トへ の興味や関心 であ り， AIC は 一〇．61で ある 。
　第 5位は社会 問題や 政治へ の 興味や 関心 で あり，AIC は2．53で ある 。
　第 6 位は価値観で あ り， AIC は 4．88で ある 。
　第 7位は就職希望 の 理 由 で あ り， AIC は 11．76で ある 。
　なお ， こ の 表は ， 2 次元ク ロ ス 表だ けで な く 3次元以上 の 多次元ク ロ ス 表で の AIC の 値 の 算
出 も含 んだ もの で あ り， 3次元以上の ク ロ ス 表で の AIC の 値は ， い ずれ も大 き過 ぎる。
　（1） 学科 ・専攻
　職業 と結婚 との 間の 関係 に つ い て の 考 えに 対す る有効性が 1 番大 きな説明変数は，学科 ・専
攻で ある。 7 つ の カテ ゴ リーを持 つ 学科 ・専攻 とい う説明変数の 目的変数 に対す る情報量が 1
番大 きい の で あ る。なお ， 数量化第 II類に よる分析 では，学科 ・専攻 と 「職業 と結婚 との 間 の
関係 につ い て の 考 え」 との 間の 偏相関係数 が 0．194で 2番 目に高 い 。 〔7）
　こ の 学科 ・專攻 と 「職業 と結婚 との 間の 関係に つ い て の 考え 」 との 間の 関連 を ク ロ ス 集計に
よ っ て詳細に見た 結果が 表一 3で ある 。
　美術科 は ， 「職業を持 ち続 け， 結婚 して か ら後に 子供が 生 まれて も仕事 を続 ける 」と考えて い
る人の 比率が 25．0％と全学科 ・専攻で の 9．9％ と比べ て か な り高 い 。 他方 ， 「結婚するまで職業
を持 ち働 く」 と考 えて い る人の 比率は 17．2％と全学科 ・専攻で の 32．4％ と比べ てか な り低 い 。
美術科 の 学生 は ， 美術 の 技能や知識 を生かせ る職業 （美術 の 教員やデザ イナーの ような専 門職
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 小野 ：職業 と結婚 との 間の 関係 に つ い て
表一 3　 学科 ・専攻 との 間の 関連
職 子　子 る　結 子　 結
職業 と結婚 との 間 の 業 供　供 が　婚 供　 　婚
関係に つ い て の 考 え を
が 　が 　
’
　し が 　　す
持 生 　生 育　て 生　　る
ち ま　 ま 児　か ま　　ま
続 れ 　れ が 　ら れ　　で 合
け て　た 楽 　後 る　　職’
も　 ら に　 も と　 業
結 仕　一 な　働 仕　　を
婚 事 　時 る　 く 事 　 持
し　を　期 と　 が を　　ち
て 続　仕 再　
’
や 　 働 計
か け 事 就 　 　 め　 く
学科 ・専攻 ら る　 を 職　　 る
後 　 　 や す
に 　 　 　め る
2　 　 　 8　 　 　10　 　 15 35
1　 家政学科 ・家政專攻
5．7　　　22，9　　　28．6　　　42．8100 ．0
2　家政学科 ・服飾デ ザイン 専攻
9　 　 20　 　 16　 　 15 60
15．0　　　33．3　　　26．7　　　25．0100 ．0
3　家政学科 ・食物栄養専攻
1　　 13　　 15　　 6 35
2．9　　　37．1　　　42 ．9　　　17．1100 ．0
4　 児童教育学科 ・初等教育 コ ース
6　　　15　　 6　　　13 40
15，0　　　37．5　　　15．0　　　32．5100 ，0
5　 児童教育学科 ・幼児教育 コ ース
13　　　　　50　　　　　56　　　　　78197
6．6　　　25．4　　　28．4　　　3996100 ．0
4　　　28　　 23　　 28 83
6　 英文学科
4．8　　　33．7　　　27．7　　　33．7100 ．0
16　　　　　24　　　　　13　　　　　11 64
7　 美術科
25．0　　　37．5　　　20，3　　　17．2100 ．0
51　　　　158　　　　139　　　　166514
合　　　　　 計
9．9　　　30．7　　　27．0　　　32曹4100 ．0
48．106＞34．805 有意差あ り （p＜ ．01＞
な ど）に就 きた い と希望す る人が 41％ と多 く，事務職に 就職する比率が他 の 学科 と比 べ て か な
り低 い こ と等が こ の ようなこ とに 作用 して い るもの と思われ る 。
　家政学科 は ， 「職業 を持 ち続ける 」と考 えて い る人が 9．2％ と全学科 の 平均以下で ある。 特 に，
家政学科 ・食物栄養専攻 は 2．9％ と非常に 少な い 。 他方 ， 「結婚す る まで職業 を持ち働 く」 と考
え て い る人 は ， 家政 学科全体 では 27．7％で あ るが ， 家政学科 ・家政専攻で は42．8％ とか な り多
い 。また，家政学科 ・家政専攻は 「子供が 生 まれた ら一時期仕事 をや め るが ， 育児が楽 になる
と再就職す る」 と い う考 え も22．9％ と他 の 学科 ・専攻 と比 べ て最も少 な い 。 家政学科 ・家政専
攻 の 学生 は ， 主婦業志 向が 強 い こ とが こ の ようなこ とに作用 して い る もの と思われ る 。
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　児童教育学科の 幼 児教育 コ ース は ， 「職業 を持 ち続 ける」考 えの 人が 6．6％ と少 な く， 「子供 が
生 まれ た ら一時期仕事 をや め るが ， 育児が楽にな る と再就職 する 」 と い う考え も全体で の 平均
以 下の 25．4％で あ っ て少 な い 。 幼児教育 コ ース は ， 教員免許が取得出来て ， 就 きた い 職業の 第
1位 は もちろん幼稚 園教員で あ り，幼稚 園教員に就職 で きた場合 ， 公立 の 幼稚園で は，育児休
業制度が 他産業の 民間企 業 よ りも確立 し ， 公立 の 幼稚 園 の教貝 は ， 子供が 生 まれ てか ら育児休
暇 を取 っ た り， 保育所に子 供を預けて ， 働 き続け る人が 多い の であ るけれ ども， 実際 には需給
関係 などの 理 由で 民間企 業の 事務職 に就職す る人が 多 く，幼稚 園教員 に就職する人は私立幼稚
園が 多い こ と等が こ の よ うな こ とに影響 して い る もの と思 われ る 。
　（2） 就職希望の 職業
　 2番目に有効性 の大 きな説明変数は ， 就職 希望の 職業，すなわ ち就 きた い と思 う職 業の タ イ
プ で あ る 。
　就職希望の 職業 と 「職業 と結婚 との 間の 関係に つ い て の 考 え」 との 間の 関連 をク ロ ス 集計 に
　　　　　　　　　　　　　 表一 4　 就職希望 の 職業 と の 間 の 関連
職 子　子 る　結 子　　結
職業 と結婚 との 間 の 業 供　供 が 　婚 供 　　婚
関係 に つ い て の 考 え
を が 　が 　
’
　 し が 　　す
持 生　生 育　 て 生　　る
ち ま　 ま　児　か ま　　ま
続 れ　れ が 　ら れ 　　で 合
け て 　 た 楽　後 る　　職’
も　 ら に　 も と　 業
結 仕　一 な　働 仕 　　を
婚 事　時 る　 く 事　 持
し　を　期　と　 が を　　 ち
て 続　仕 再 　
’
や 　 働
計
か け　事 就 　　 め 　　く
就職 希望 の 職 業 ら
る　 を 職 　　 る
後　　 や す
に　　　め る
1　 専門の 知識 や 技能が 生 か せ る 19　　　　　28　　　　　14　　　　　26 87
職業 21．8　　　32．2　　　16，1　　　29．9100 ．0
2　 や りが い の ある仕事 をする職 28　　　　117　　　　101　　　　114360
業 7．8　　　32．4　　　28．1　　　31．7100 ，0
2　　　 9　　 15　　 14 40
3　 給料や収入 の 多 い 職業
5．0　　　22 ．5　　　37．5　　　35．0100 ．0
4　 社会的地位 や社会的威信 の 高 1　 　 　 3　 　 　 5　 　 　 2 11
い 職業 9．1　　　27．3　　　45．婆　　　18．2100 ．0
1　 　 　 1　 　 　 4　 　 　 10 16
5　 その 他
6．3　　　　6．3　　　25．0　　　62．4100 ．0
51　　　　158　　　　139　　　　166514
合　　　　　 計
9．9　　　30．7　　　27，0　　　32．4100 ．0
32．297＞ 26．217 有意差あ り （p く ．01）
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 小 野 ：職 業 と結婚 との 間の 関係 に つ い て
よっ て詳細 に見た結果が表一 4で ある 。
　「專門の 知識や 技能が 生か せ る職業 」 に就 きた い 人 は ， そ の 21．8％が 「職 業を持ち続 け， 結婚
してか ら後に 子供が生 まれて も仕事 を続 ける」 と考 えて い て ， 全体 で の 平均 と比べ てかな り多
い 。
　最も人数の 多い 「や りが い の ある仕事をす る職業」 に 就 きた い 人 （全体 の 70％）は ， 「子供が
生 まれ た ら一時期仕事 をや め るが ， 育児が 楽 に なると再就職する 」 考 えの 人が 32．4％で 最 も多
い が ，「職業 を持 ち続 ける」 考え の 人は 7．8％ と全体 で の 平均 より少な い 。
　「社会的地位や威信の 高 い 職業 」 に就 きた い 人は ， 「結婚 してか ら後 も働 くが ， 子供が 生まれ
る と仕事をや め る」 考え の 人 が45．4％と最 も多い 。
　「給料や収入の 多 い 職業 」 に就 きた い 人は， 「結婚 してか ら後 も働 くが ， 子供が 生 まれ る と仕
事 をや め る 」 考 えの 人が 37，5％で 最 も多 く，「職業を持 ち続 ける」 考 えの 人が 5．0％ と少 ない 。
　 「そ の 他 」 の 職業に就 きた い 人 は ， 「結婚 す るまで職業を持 ち働 く」 考え の 人 が 62．4％と抜群
に 多い 。こ の 「そ の 他 」 の 職業 の 中には該当者が少な い た め にそ こ に組み 入れ た職業 も含 まれ
て い るの で ， 就 きた い 職業が不明確 な 「その 他 」 の 職業 に就 きた い 人で は ， その 約 8割が 「結
婚す る まで職業 を持ち働 く （結婚 で仕事をや め る）」 と考 えて い る。
　  　希望 の 職場や 勤め 先
　 3番目に有効 性 の大 きな説明変数は ， 希望 の 職場や 勤め先で あ る 。
　希望 の 職場や 勤め先 と 「職業 と結婚 との 間の 関係に つ い て の考 え」 との 間の 関連 をクロ ス 集
計に よ っ て詳細 に見た結果 が表一 5で ある。
　最 も多 い 「自分の 能力や個性が生 か せ る仕事の で きる職場 」 が 希望 の 人 （全体 の 63．4％）は ，
「子 供が 生 まれた ら一時期仕事をや め るが ， 育児が楽に なる と再就職する 」 考え の 入 が 35．9％
で一番 多い 。
　 「給料の よい 勤め先 」 が希望の 人 （全体 の 5．6％）は ， その 44．9％が 「結婚す るまで 職業 を持
ち働 く」 考 えの 人 で あ り， そ の 比率が 高 い 。
　「残業が 少 な く比較的労働が楽 な とこ ろ 」 が希望 の 人 （全体 の 7．8％）は ， 「職業 を持 ち続 け，
結婚 して か ら後 に子供 が 生 まれて も仕事 を続ける」 と考 えて い る人がゼ ロ で ある。
　全体 の 23 ％ と少 な い が希望 の 職場や 勤め先が 「男 女平等が確立 して い る と こ ろ 職 場 」 の 人
は
， その 41．7％が 「職業 を持ち続け ， 結婚 して か ら後 に 子供が生 まれ て も仕事 を続け る」 と考
えて い て ， そ の 比率が抜群に高 い 。
　男女平等が確 立 して い る とこ ろは ， 長 く勤続 しやす く， しか も育児休業制度が 確立 して い る
とこ ろが 多い の で ， 子供が 生 まれて も仕事 を続けやす い の で，こ の ような関連が 見 られ るの で
ある と考 え られ る 。
　なお ， 「男女平等が確立 して い る と こ ろ ・職場 」 が希望 の 職場や 勤め先 と考 えて い る人 は ， そ
の 83．3％が 「や りが い の ある仕事 をす る職業 」 に就 きた い と考えて い る 。
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表一 5　 希望の職場や勤め先との間の 関連
職 子 　子 る　 結 子　 　結
職業 と結婚 との 間の 業 供 、供 が 　婚 供　　婚
関係 につ い て の 考 え
を が 　が 　
’
　し が　　す
持 生　生 育　て 生 　 る
ち ま　 ま 児　か ま　　ま
続 れ 　れ が 　ら れ 　　で
合
け て　た 楽　後 る　　職
’
も　 ら に　 も と　 業
結 仕 　一 な　働 仕 　 　を
婚 事 　時 る　 く 事 　 持
し を　期 と　が を　 ち
て 続　仕 再　
’
や 　 働 計
か け 事 就　 　 め 　 く
希望 の 職場や勤め先 ら る　 を 職　　 る
後　 　 や す
に 　　　め る
1　 知名度の 高い 勤め先
1　 　 　 5　 　 　 8　 　 　 8 22
4．5　　　22．7　　　36．4　　　36．4100 ．0
2　 給料 の よ い 勤 め 先
3　 　 　 7　 　 　 6　 　 13 29
10．3　　　24．1　　　20．7　　　44，9100 ．0
3　 残業 が 少な く比 較的労働 が 楽 0　　　 8　　　 16　　 16 40
な と こ ろ 0．0　　　20，0　　　40．0　　　40．01  0．0
4　　 　 14　 　 28　 　 30 76
4　 通勤 に便利 な と こ ろ
5．3　　　18．4　　　36．8　　　39．5100 ．0
5　 自分 の能力や個性が 生 か せ る 38　　　　117　　　　　78　　　　　93326
仕事 の で き る職場 11．7　　　35．9　　　23．9　　　28．5100 ．0
6　 男女平等が確立 して い る とこ 5　　　 3　　　 1　　　 3 12
ろ ・職場 41，7　　　25．0　　　　8．3　　　25．0100 ．0
0　 　 　 4　 　 　 2　 　 　 3 9
7　 そ の 他
0．0　　　44，5　　　22．2　　　33，3100 ．0
51　　　　158　　　　139　　　　166514
合　　　　　 計
9．9　　　30．7　　　27，0　　　32．4100 ．0
44．189＞ 34．805　有意差あ り （pく ．01）
　（4） ア ル バ イ トへ の 興 味や 関心
　 4 番 目に有効性 の 大 きな説 明変数は ア ル バ イ トへ の 興 味や 関心 で ある 。
　表一 6 の ク ロ ス集計結果 によ る と ， ア ル バ イ トに 「非常に大 きな興 味や 関心を持 っ て い る 」
人 は ，
「職業 を持 ち続ける」 と考 えて い る人の 比率 が 19．3％で 比較的高 く， 「結婚す るまで 職業
を持ち働 く」 考 えの 人 の 比率が 20．5％ と比較的低 い 。
　ア ル バ イ トに 「わ りあい 大 きな興味や 関心 を持 っ て い る」 人は ， その 38．4％が 「子供が生 ま
れた ら一時期仕事 をや め るが，育児が楽に なる と再就職 する 」 と考えて い て ， 最 も多い 。
　他方， ア ル バ イ トに 「ほ とん どある い は全 く興味や関心 を持 っ て い ない 」 人は，その 50％が
「結婚す る まで職業 を持 ち働 く」 と考 えて い て ， 結婚で 仕事 をや め る考 えの 人が 多い 。
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　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 小野 ：職 業 と結婚 との 間の 関係 につ い て
表一 6　 ア ル バ イトへ の興味や関心 と の間の 関連
職 子　子 る　結 子　 結
職業と結婚との間の 業 供　供 が 　婚 供　　婚
関係 につ い て の 考 え を が 　が　
’
　し が 　　す
持 生　生 育　 て 生　　る
ち ま　 ま 児　 か ま　　 ま A
続 れ　れ が 　ら れ　　で 口
け て 　 た 楽 後 る　 職’
も　 ら に　 も と　 業
結 仕　一 な　働 仕　　を
婚 事　時 る　 く 事　 持
し を　期 と　 が を　　ち
て 続　仕 再　　
’
や 　　働 計
か け　事 就 　　 め　　く
アル バ イ トへ ら る　 を 職 　　 る
後 　　 や す
の 興 味 や 関心 に 　 　 　め る
1　 非常に大きな興味 や 関心 を持 16　　　　　26　　　　　24　　　　　17 83
っ て い る 19．3　　　31．3　　　28．9　　　20．5100 ．0
2　 わ りあ い 大 きな興味や関心 を 15　　　　　59　　　　　33　　　　　47154
持 っ て い る 9，7　　　38．4　　　21．4　　　30．5100 ．0
3　 普通程度の 大 きさの 興味や関 16　　　　　56　　　　　61　　　　　74207
心を持 っ て い る 7．7　　　27，1　　 29．5　　　35．7100 ．0
4　 あまり興 味や 関心を持っ て い 3　 　 14　 　 20　 　 23 6 
な い 5．0　　　23，3　　　33．3　　　38．4100 ．0
5　 ほ とん どある い は全 く興味や 1　　　 3　　　 1　　　 5 10
関心 を持 っ て い な い 10．0　　　30，0　　　10．0　　　50．0100 ，0
合　 　 　　 　 計
51　　　　158　　　　139　　　　166
9．9　　　30．7　　　27．0　　　32．4514100，0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 25．118＞21．026 有意差あり （p ＜．05）
　  　社会 問題や 政治 へ の 興味や 関心
　 5番目に有効性の 大 きな説明変数は ， 社会問題や 政 治 へ の 興 味 や関心で ある 。 社会問題や政
治 へ の 興味 や 関心 と 「職業 と結婚 と の 間 の 関係 に つ い て の 考え 」 との 間 の 偏相関係数は ， 数量
化第 II類に よる分 析で は 0．221で あ り 1番高 い 。
　表一 7 の クロ ス 集計表で明 らか な ように ，社会問題や政治に 「大 きな興味や 関心 を持っ て い
る 」 人 （全体 の 9．7％）は ， そ の 24％が 「職 業を持ち続け ， 結婚 してか ら後に 子供が 生 まれて も
仕事 を続 ける 」 と考えて い る 。 社会 問題や政治に 「非常 に大 きな興味や 関心 を持 っ て い る 」 人
は ， その 60％が 「職業 を持ち続け る」 と考 えて い て ， その 比率が抜群 に 高 い 。
　他 方， 社会問題 や政治に 「興 味や 関心を持 っ て い ない 」 人 （全体の 50％）は ， その 35．9％が
「結婚するまで 職業を持 ち働 く （結婚で 仕事 がや め る）」 と考 えて い る 。
　社会問題や 政治 に 「全 く興味や 関心 を持 っ て い ない 」 人 （全体 の 5．4％）は ， 「職業 を持 ち続
け る 」 考 え の 人 が 7．1％と最 も少 な い 。
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表一 7　 社会 問題や政治へ の 興 味 や 関心 との 間の 関連
職 子　子 る　結 子　　結
職業 と結婚 との 間 の 業 供　供 が 　婚 供 　 婚
関係 に つ い て の 考 え
を が 　 が 　
’
　 し が　　す
持 生　生 育　 て 生　　る
ち ま　 ま 児　か ま　　ま
続 れ　れ が　 ら れ　 　で
合
け て　た 楽　後 る　 職’
も　 ら に　も と　 業
結 仕　一 な　働 仕　　を
婚 事 　時 る　 く 事 　 持
し を　期 と　 が を　 　ち
て 続　仕 再 　　
’
や 　　働 計
か け　事 就　　 め 　　く
社会問題や政治
ら る　 を 職　　 る
後　　 や す
へ の 興 味 や 関心 に　 　 　め る
1　 非常に大 きな興味 や 関心 を持 6　 　 　 2　 　 　 0　 　 　 2 10
っ て い る 60．0　　　20．0　　　　0．0　　　20．0100 ．0
2　 わ りあ い 大 きな興味や 関心 を 6　 　 　 13　 　 12　 　 9 40
持 っ て い る 15．0　　　32．5　　　30．0　　　22．5100 ．0
3　 普通程度 の 大 きさの 興味や関 15　　　　74　　　　54　　　　64207
心を持 っ て い る 7．2　　　35．8　　　26，1　　　30．9100 ．0
4　 あま り興 味や 関心 を持 っ て い 14　　　　　41　　　　　33　　　　　50138
ない 10，1　　　29．7　　　23．9　　　36，3100 ．0
5　 ほ とんど興味や 関心 を持 っ て 8　　　20　　 32　　 31 91
い な い 8．8　　　22．0　　　35．1　　　34，1100 ．0
6　 全 く興 味 や 関心 を持 っ て い な 2　 　 　 8　 　 　 8　 　 10 28
い 7．1　　　28．6　　　28．6　　　35．7100 ．0
51　　　　158　　　　139　　　　166514
合　　　　　　計
9．9　　　30．7　　　27．0　　　32．4100 ．0
40，896＞ 30．578　有意差 あ り （p＜ ．Ol）
　（6） 価値観
　 6番 目に有効 1生の 大 きな説明変数は価値観すなわ ち ， どの よ うな価値 （； 望 ま し い もの 、望
ま しさ）が最 も重要で値打 ちが あると考 えて い るか， とい うこ とで ある。
　価値観 と 「職業 と結婚 との 間の 関係につ い て の 考 え 」 との 間の 関連 をク ロ ス 集計に よ っ て詳
細 に見た結果が表一 8 であ る 。
　最 も多 い 価値観の 「愛 ， 愛情」 を最 も重視する人 （全体の 41％）は ， 「結婚する まで職業 を持
ち働 く」 考 えの 人が最 も多く， 34．0％で ある 。
　 2番 目に多 い 価値観 の 「誠 実」 を最 も重視する人 （全体の 38％）は ， そ の 32．5％が 「結婚 し
てか ら後 も働 き ， 子供が生 まれ た ら一時期仕事 をやめ る が ， 育 児が 楽 に なる と再就職す る」 と
考 え て い る 。
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 小野 ：職業 と 結婚 と の 間の 関係 に つ い て
表一 8　 価値観 との 間 の 関連
　 　 　 職業 と結婚 との 間 の
　 　 　 関係に つ い て の 考え
価値観
職 子 　子 る　結 子 　 結
業 供　供 が　婚 供 　　婚
を が 　が 　
’
　し が 　　す
持 生 　生 育 　て 生　　る
ち ま　 ま 児　か ま　　ま
続 れ 　れ が 　ら れ　 で
け て　た 楽 　後 る　 職’
も　 ら に　 も と　 業
結 仕　一 な　働 仕 　　を
婚 事　時 る　 く 事 　 持
し を　期 と　が を　　ち
て 続　仕 再　
’
や 　 働
か け　事 就 　 　 め　 　く
ら る　 を 職 　　 る
後　 　 や す
に　　　め る
合
計
1　名誉，有名
2　富，お 金
3　誠実
4　美 しさ ， 美
5　愛 ， 愛情
6　 その 他
　 3　 　 　 6　 　 　 0　 　 　 4
23，1　　　46．1　　　　0．0　　　30．8
　 9　 　 17　 　 12　 　 20
15，5　　　29．3　　　20．7　　　34．5
10　　　　　64　　　　　63　　　　　60
5．1　　　32．5　　　32．0　　　30．5
　 4　　　 6　　　 2　　　 5
23．5　　　35．3　　　11．8　　　29．4
21　　　　　59　　　　　59　　　　　72
10．0　　　28．0　　　28．0　　　34．0
　 4　　　 6　　　 3　　　 5
22．2　　　33．3　　　16．7　　　27、8
　 13100
．0
　 58100
．0197100
．0
　 17100
．0211100
，0
　 18100
．0
合　　 　　　 計
51　　　　158　　　　139　　　　166
9．9　　　30．7　　　27．0　　　32．4514100．0
25，684＞ 24．996 有意差 あ り （p く ．05）
　「育児が楽に なる と ， 再就職す る」 と考 えて い る人 の 比率が最も高 い の は ， 「名誉 ， 有名 」 が
最 も重要だ と考 えて い る人 で ， そ の 比率が 46．1％で ある 。
　（7） 就職希望 の 理 由
　 7番目に有効性 の 大 きな説明変数は ， 就職希望の 理 由で ある 。
　就職希望 の 理 由 と 「職業 と結婚 との 間の 関係 に つ い て の 考え」 との 間 の 関連 を ク ロ ス 集計に
よ っ て詳細 に 見た結果が 表一 9 で ある 。
　就職希望 の理 由が 「修得 した専門の 知識や 技能 を生かすため 」 の 人 （全体 の 12．6％）は ， 「職
業 を持ち続け，結婚してか ら後 に子供が生 まれて も仕事 を続ける 」 と考 えて い る人の 比率が他
の 理 由の 人 と比べ て 最 も高 く2L5 ％で ある。
　就 職 希望 の 最 も多い 理 由 で あ る 「豊か な 人生 経験 を得 て 人間的幅 を広げた い か ら」 の 人 （全
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表一 9　 就職 希望 の理由 との 間 の 関連
職 子　子 る　結 子　 結
職業 と結婚 との 間の 業 供　供 が　婚 供　　婚
関係 に つ い て の 考 え を が 　 が 　
’
　 し が　　す
持 生　生 育　 て 生　 　る
ち ま　 ま 児　か ま　　ま
続 れ　れ が 　ら れ　 で 合
け て 　た 楽 後 る　 職’
も　 ら に　 も と　 業
結 仕　一 な　働 仕　　を
婚 事　時 る　 く 事　 持
し　を　 期　と　 が を　　 ち
て 続　仕 再　
’
や 　 働 計
か け　事 就 　　 め　　く
就職希望 の 理由 ら る　 を 職 　　 る
後 　　 や す
に　　 め る
1　修得 した 専門の 知識や技能を 14　　　　　19　　　　14　　　　18 65
生かすた め 21，5　　　29，3　　　21．5　　　27．7100 ．0
2　女性も学校を卒業したら自分 で 10　　　　　22　　　　　24　　　　　18 74
働い て 生活費を得るこ とが 当然 13．5　　　29．7　　　32，4　　　24．3100 ．0
1　 　 　 2　 　 　 5　 　 　 3 11
3　社会に役立 ち た い か ら
9．1　　　18．2　　　45．4　　　27．3100 ．0
3　 　 　 6　 　 　 6　 　 　 7 22
4　家計 の 補助や維持 の ため
13．6　　　27．3　　　27．3　　　31．8100 。0
5　 豊 か な人 生経験 を得 て 人 間的 19　　　　　96　　　　　71　　　　　91277
幅 を広げた い か ら 6．9　　　34．6　　　25．6　　　32．9100 ．0
6　 社会 の 仕組 みをよ く知 りた い 1　　　 8　　　11　　 15 35
か ら，社会勉強 の た め 2▼9　　　22．9　　　31．4　　　42．8100 ，0
7　 み ん なが就職希望 で就職する 0　　 　 1　　 　 5　 　　 5 11
か ち 0．0　　　　9．1　　　45．5　　　45．5100 ．0
3　　　 4　　　 3　　　 9 19
8　 そ の他
15．8　　　21．1　　　15．8　　　47．3100 ．0
51　　　　158　　　　139　　　　166514
合　　　　　 計
9．9　　　30．7　　　27．0　　　32．4100 ．0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 32．072＜32．671 有意差なし
体 の 53．9％）は ， 「子供が 生 まれた ら一時期仕事 をやめ る が ， 育児が 楽に なる と再就職する 」 と
い う考 えの 人が 34．6％で最も多い 。
　不明確で 消極的な理由で ある，「み ん なが 就職希望で 就職 する か ら」就職 を希望 する人 （全体
の 2．1％）は ， 「結婚する まで職業を持ち働 く」 とい う人 の比率が最 も高 く45．5％で あるが ， 「職
業を持 ち続 ける 」 考 えの 人の 比率 が ゼ ロ で ある 。
　以上の よ うに ， 職業 と結婚 との 間の 関係に つ い て の 考えに影響を及ぼ す説明変数や 要因 に つ
い て論 じて きたが ， さ らに詳細に分析するため に ， その よ うな 4 つ の 考 えに影響 を及ぼ す 7 つ
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　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　　 　 小野 ：職 業 と結婚 との 間の 関係に つ い て
の 変数の 44の カ テ ゴ リー （表一 3 〜表一 9参照 ）を ロ グリニ ア ・モ デ ル （対数線型 モ デ ル ）に
よ っ て分 析 した 。 ロ グ リニ ア ・モ デ ル 分 析は ， ある変数の どの カ テゴ リーと他の 変数の どの カ
テゴ リーとの 間の 交互作用が 大 きい か ， と い うこ とを数量的に示す こ とが 出来 る。
　その結果 ， 1の 「職業 を持 ち続 け， 結婚 して か ら後に子供が 生 まれて も仕事 を続 ける」 とい
う考えに対す る効果の 大 きなカテ ゴ リーは ， 表一10の よ うな 6 つ で ある 。
　 　　 　　 　 表一10 職業 を持 ち続 ける とい う考 えに対す る効果 の 大 きなカテゴ リー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＊ ＊ p＜ ．Ol　＊ p ＜ ．05
　第 1位 は学科 ・専攻が 「美術科 」 と い うカ テ ゴ IJ一で あ り ， 標準効果 は 3．980で 1 ％の 危険率
で 有意で ある 。
　第 2位 は社会問題や政治に 「非常に大 きな興味や関心 を持 っ て い る」 とい うカテ ゴ リーで あ
り， 標準効果 は 3．669で 1 ％の 危険率で 有意で ある 。
　第 3位 は希望 の職場や 勤め先が 「男女平等が確立 して い る ところ ・職場 」 とい うカ テ ゴ リー
で あ り，標準効果 は 3．560で 1 ％の 危険率 で有意で あ る 。
　 2 の 「結婚 して か ら後 も働 き， 子供が 生 まれ た ら一時期仕事 をや め る が ， 育児が 楽 にな る と
再就職す る」 とい う考えに対する効果の 大 きなカ テ ゴ リーは ， 表一11の ような 2 つ で ある 。
　　　　　 表一11 子育て で 中断 ・再就職 とい う考 え に対 する効果 の 大 きなカテ ゴ リー
カ　 テ　 ゴ 　 リ　 ー 標準効果
1， 就職希望 の 理 由 が 「豊か な人生経験 を得て 人間
2．444　 ＊
的幅 を広 げた い か ら」
2。 アル バ イ トに 「わ りあい 大 きな興味や関心 を持
っ て い る 」
L323
＊　P 〈 ．05
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　就職希望の 理 由が 「豊か な人生経験 を得て 人間的幅 を広げた い か ら」 とい うカ テゴ リーは ，
そ の 標準効果 が 2．444であ り， 5 ％の 危険率で有意で ある 。
　 3 の 「結婚 して か ら後 も働 くが ， 子供が 生 まれ．た ら仕事 をやめ る」 と い う考え に対す る効 果
の 大 きな カテ ゴ リーは ， 表一12の ような 4 つ で ある 。
　　　　　 表一12 子供が 生 まれ た ら仕事 をやめる とい う考 えに対する効果 の 大 きな カ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 テ ゴ リー
カ　 テ 　 ゴ 　 リ　 ー 標 準効果
1　 最も重視する価値が 「誠実」 3．311　 ＊ ＊
2　 学科 ・専攻が 「家政学科 ・家政専攻」 2．409　 ＊
3　 最も重視する価値が 「愛， 愛情」 2．301　 ＊
4　 ア ル バ イ トに 「あまり興味や 関心を持 っ て い な
L843 　 十
い 」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＊ ＊ p ＜ ．01　 ＊ p＜ ．05　十 p＜ ．1
　第 1位 は ， 最 も重視す る価値が 「誠実」 とい うカ テ ゴ リーで あり，そ の 標準効果 は3．311で 1
％の 危険率で 有意で ある 。
　第 2位 は学科 ・専攻が 「家政学科 ・家政専攻」 と い うカテ ゴ リーであ り， 標準効果 は2．409で
5％の 危険率で 有意で ある。
　第 3位 は ， 最 も重視す る価値が 「愛 ， 愛情」 とい うカ テ ゴ リーで あ り， 標準効果 は 2．301で 5
％の 危険率で有意で ある 。
　 4 の 「結婚 する まで職業を持 ち働 く」 と い う考えに対する効 果の 大 きな カテ ゴ リーは，表一
13の よ うな 4 つ で あ る。
　　　　　 表一13 結婚す るまで 職業 を持 ち働 くとい う考 えに 対す る効果 の 大 きなカ テ
　 　　 　　 　　 　　 ゴ リー
カ　 テ　 ゴ 　 リ　 ー 標準効果
1． 学科 ・専攻 が 「児童教育学科 ・幼児教育 コ ース 」
2、 就職希望 の 職場が不明確 な 「その 他 の 職業」
3． 学科 ・専攻 が 「家政学科 ・家政専攻 」
4 、 「残業 が 少 な く比較的労働 が 楽な職場 」 を希望
2．482　 ＊
2．361　 ＊
1．800　 十
1、342
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＊ p〈 ，05　十 p〈 ．1
　第 1位 は学科 ・専攻が 「児童教育学科 ・幼 児教育 コ ース 」 と い うカテ ゴ リーであ り， 標 準効
果 が 2．482で 5 ％の 危険率で有意で ある。
　第 2位は就職希望 の 職業が不明確な 「その他 の 職業 」 とい うカテ ゴ リーで ある 。 そ の 他 の 職
業 とは ， 前出の 表一 4 で示 され る もの で ある 。 こ の カ テ ゴ リーの 標準効果は 2．361で 5 ％の 危険
率で有意で ある 。
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4　 結論
　以上の ように，職業 と結婚 との 間の 関係 に つ い て の 女子 の 短大生の 考え とそ の考 えに対す る
有効 1生の 大 きな説明変数や効果 の 大 きな カ テ ゴ リーに つ い て 論 じて 来た 。
　女子 に と っ て、結婚 と子育て は非常に 大 きな関心事で あ り、非常に重要な活動 であるが 、 職
業 も近年 比重の 高 ま っ て きて い る活動 で あ り、ます ます相互 の 関係が 重要 になっ て 来て い る。
昭 和61 （1986）年の 4 月か ら男女雇用機会均等法 と改正 労働 基準法が 施行 された の で 、 制度的
に も職業活動 を長 く続 けるこ とがや りや す くな っ た と い える 。
　こ の ような状 況の 下 で 、女子 の 短大生は職業活動 と結婚及び子育 て相互 の 関係に つ い て、ど
の よ うな考 えを持 っ て い るか とい うこ とを深 く探 るた めに 、職業 と結婚 との 間の 関係に つ い て
の 考えを調査 し多変量解析法を用 い て精緻 に分 析 した 。 そ の 結果、次の ようなこ とを明らか に
し解明す る こ とが 出来た 。
　1．大学を卒業 してか ら就職 し、結婚 してか ら後 も働 きた い と考 えて い る女子の 短大生 が約 3
分 の 2 の 67％で ある。と こ ろが、「結婚 してか ら後 に子 供が生 まれ て も仕事 を続 ける」 と考 えて
い る人は全体 の 9．8％ と少 な い 。 そ して 、「子供が 生 まれ た ら一時期仕事 をやめ るが 、 育児が楽
になる と再就職す る」 とい う子育て で 中断 ・再就職型 の 考え の 人 が全体 の 約 3割 の 30．7％で あ
る 。 他方、「結婚 する まで職業 を持…ち働 く （結婚で仕事をや め る）」 考え の 人 が約 3分 の 1の 32
％で ある 。 した が っ て 、仮説の 1 が証明 され た とい える 。
　2．こ の よ うな職業 と結婚 との 間の 関係 につ い て の 考 えに対す る有効性の 大 きな説明変数 を、
カ テ ゴ ll カ ル データの モ デ ル 分析 （CATDAP ）に よ っ て分 析した とこ ろ、次の ようなこ とを明
らか にす る こ とが 出来た 。
　1）学科 ・専攻が最 も AIC の 値が小 さ くて、有効性が一番大 き い 説明変数で ある 。 学科 ・專攻
が 美術科 は 、「職業 を持ち続け、結婚 して か ら後 に子供が 生 まれて も仕事 を続け る」 と考 えて い
る人が 25％で 、他 の 学科 ・専攻 と比べ て その 比率が か な り高 い 。 他方 、 家政学科 ・家政専攻は、
「結婚する ま で 職業 を持ち働 く」 考 え の 人 が 42．8％ とその 比率が か な り高 い 。
　2） 2 番 目に 有効性 の 大 きな説明変数は 、「就職 希望 の 職業 」 で ある。 したが っ て、仮説の 2
が証明 され た と い える 。 「専門の 知識や 技能 が 生か せ る職業 」 に就 きた い 人は その 21．8％が 「職
業を持 ち続 ける」 と考 えて い る 。
　 3） 3 番 目に 有効性の 大 きな説 明変数 は、「希望 の 職場や 勤め先 」で あ り、「男女平等が確立 し
て い る と こ ろ 職 場」 を希望 して い る人は、その 41．7％が 「職業 を持 ち続ける」 と考 えて い て、
その 比率が 非常に 高 い 。
　 3．ロ グ リニ ア ・モ デル （対数 線型 モ デ ル ）分 析に よ っ て 、職業 と結婚 との 間の 関係に つ い て
の 4 つ の考 えそれぞれ に 対す る効 果の 大 きな カ テ ゴ リーを分 析 した と こ ろ 、次 の よ うな こ とを
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明 らか にす るこ とが 出来 た 。
　 1）「職業を持ち続け、結婚 して か ら後 に 子供が生 まれ て も仕事を続け る」 とい う考 えに対 す
る効果の 大 きなカテ ゴ リーは 、 次 の 6 つ で ある。
　L 学科 ・専攻が 「美術科 」、2．社会 問題や 政治 に 「非常に大き な興味や 関心 を持 っ て い る」、
3．希望 の 職場や勤め先が 「男女平等が確立 して い る と こ ろ ・職 場」、 4．就職希望 の 職業 が 厂専
門の 知識や技能が生かせ る職業 」、5．就職希望の 理 由が 「修得 した専 門の 知識や技能 を生かすた
め 」、 6．ア ル バ イ トに 「非常に大 きな興味や関心 を持 っ て い る」 こ とで ある 。
　2）「子供が 生まれ た ら一時期仕事 をや め るが 、育児が楽 になる と再就職する 」 と い う考 えに
対する効果の 大 きなカテ ゴ リーは、就職希望 の 理 由が 「豊か な人生経験 を得て 人間的幅 を広 げ
た い か ら」 で ある 。
　3）「子供が 生 まれ た ら仕事をや め る」 とい う考えに 対す る効果の 大 きなカ テ ゴ リーは次 の 3
つ であ る 。
　1．最 も重視す る価値が 「誠実」、2．学科 ・専攻が 「家政学科 ・食物栄養専攻 」、 3．最 も重視す
る価値が 「愛、愛情」 で あ る 。
　4） 「結婚す る まで職業 を持 ち働 く （結婚で仕事 をやめ る）」 と い う考 えに対する効果の 大きな
カ テ ゴ リーは次 の 2 つ で ある 。
　1．専攻が
「児童教育学科 ・幼児教育 コ ース 」、2．就職希望 の 職業が不明確な 「その 他 の職業 」
で ある 。
　今後 の 研究課題は、以上で 解明 で きた こ と をよ り掘 り下 げ 、 今回 の 調査研究で 調 べ られなか
っ た項 目も調 べ た より精緻 な研究 をして行 くこ とで ある 。
　最後 に な りま した が 、今回の 調査研究 で は、多 くの 方 々 に一方な らずお世話に な りました 。
紙 幅 の 関係上お 名前 を挙げ る こ とが 出来 ませ ん が 、こ こ で感謝の 気持ち を持 っ て拙稿 を結び ま
す。
注
　（1） 労働省婦人 局編 『婦人労働 の 実情　昭 和 62年 版』、大蔵省印刷局、昭和62年、付 8 ペ ージ。
　  　ibid．、8 ペ ージ。
　 〔3） 弼 づ．、17ペ ージ。
　（4） 総理府広報室 『女性に 関する世論調査』、内閣総理 大 臣官房広報室、昭 和62年、124ペ ージ。
　〔5） 日本 リクル ートセ ン ター 『大学生 （女子）の 就職動機調査’84』、昭和 59年 。
　（6） 坂 元慶行、石 黒真木夫、北111源 四郎 『情報量統計学」 共 立 出版、昭 和58年、43ペ ージ。
　（7） 説明変数の 規定力の 大小 を分 析する こ とが 出来 る有力な 方法 の 数量化第 II類 に よる分析 で は、外的基準の
　　 グル ープ の 判別の 度合 を示 す相関比 ゲ の 値が e．225と低か っ た。とこ ろが、説 明 変数 間に交互 作用 （interac・
　　 tion）が あ っ て も分 析 で きる CATDAP に よる分 析で は、AIC の 値が 適切な数値であっ たの で、この CATDAP
　 　 に よる分 析 結 果 の 方 を優 先 した。
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